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このほど、上田城本丸東虎口に建設されていた櫓門

がみごとに復元されました(外構工事など一部工事中)。

櫓門の復元は、平成3年に作られた「上回城跡整備基

本計画」に沿って行われ、約 1年半に及ぶ工事でした。

上田城“櫓門"が完成

一般公開 4月24臼(日)午後2時2
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仁
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。
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結
果
、
新
人
の
竹
ド
悦
田
氏
(
無
所

属
)
炉
中
1
選
し
、
今
後
阿
年
間
、
市

政
を
拘
当
し
ま
す
。

当
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有
権
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数
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問
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投
票
者
数
四
万

一一

五
二
人
。
最
終

得
票
数
は
、

竹
下
悦
男
氏

三
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で
し
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竹
下
新
市
長
は
、
山
内
山
刊
山
身
。

東
京
農
工
大
学
字
。一
応
県
尚
仁
郎
氏
、

3
月
お
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総
務
部
民
、
山
川
町
公
九
日
企
業
作
用
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。

丘
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八
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。

竹
ド
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は
、
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・
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一
.
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八
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山

役
所
に
初
登
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、
市
民
や
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此
へ
の

あ

い
さ
つ
、
記
者
会
見
な
ど
を
行
い
、

早
速
、
竹
下
市
政
の
ス
タ
ー
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を
き

り
ま
し
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。

ま
た
、
永
野
裕
貞
前
市
長
は
、
事
実

上
任
期
日
前
後

t
な
っ
た
三
月
一
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五

円、

市
役
所
で
腕
員
、
市
民
仁
退
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の
あ
い
さ
つ
を
済
ま
せ
、

三一
期
十
二

年
の
永
野
市
政
に
終
止
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を
打
ち
、

関
係
者
の
比
送
り
を
受
け
庁
舎
を
・
離

れ
ま
し
た
。

初
登
庁

ト
以
い
川
、
大
変
ご
間
労
さ
ま
で
し
た
。

(
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・
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も
ょ
う
は
次
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で
掲
載
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-市長選挙投票者調べ

区 選挙当日の
投票者数 事軽傷者数 投票率

介 有縫者数

w .11.071$人 19.791人 24.2l:ia人 11. !)O(Jo 

-t: 17.371人 21.:3111人 26，010人 15.0H% 

計 91，117人 11，152人 50 ， 29~ 人 1;'.00"0 
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開票作業風景(勤労者体育センター)
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冒
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市
制
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七
十
同
年
を
記
念
し
て
、

平
成
問
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に
オ
ー
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し
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「
ア

ク
ア
プ
ラ
ザ
上
川
」
|
。
年
間
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気
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が
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で
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、
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お
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寄
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め
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。

今
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開
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し
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の
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)
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。
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4月24日(日)午後2時
から一般公開します/

櫓
門
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

2棟の櫓とともに上回城跡の歴史的景観を

印象づける東虎白の櫓門が完成。築造にあた

り、発掘や古写真、絵図面・文献などを綿密

に調査し、史実に基づいて復元しました。櫓

門は本瓦葺き、入り母屋造りで、間口1O~ji;余
り、奥行き 5~ji;余り、高さは11~ji;ほど。総工

費は約3億4.000万円。設計には、中・近世の

建築史専門でNHK大河ドラマの建築考証を

担当した昭和女子大学教授平井聖さんの指導

を受けました。舎後、文化財としても学術上

からも貴重なものとなります。櫓門完成に併

せ、 4月24日(日)午後2時(予定)から皆さん

に公開しますので、どうぞご覧ください。舎

回は、一般公開を前に櫓門を紹介します。

広義買うjf.~6. 4. 1 {4] 



4月24日(日)に

櫓門完成式
よ回城本丸櫓門の完成式を 4月2411(11)、上

田真田まつりにi1t.せ開催します。このほか、

記念行事として、常国・房L11猫p子、保野獅子
l'ι 

のi寅舞、姉妹都市出石町ー(兵庫県)の大名行

列、橋門の一般公開な Eも行います。

詳しくは、教育委員会社会教育課(内線17

22) か、観光課(内線1422) におIm~、合わせ

ください。

常国・房山獅子

t>時間午前10時~

1111寺 t>ところ市民

会館前

完成式典(関係者)

t>時間 午前111時~ t>ところ 檎P']前

青木村壁塗り蹄り

か時間 百午~ t>ところ 市民会館前

真田武者行列

b時間午後 111与(鴨川スタート)

ころ 中央商庇1:l:i

出石町大名行列

t>と

t>時間

t>ところ

午後 1時30分(綿1"1スター ト)

大手町~海肝l町

保野獅子

t>時間 211寺~ t>ところ 市民会館前

櫓門一般公開

t>時間 午後 2時-4時30分

※詳しい案内は次号でお知らせします。

[5] 広報うえだ6.4. 7 
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平井寺夫婦道祖神
貴
重
な
「
祝
善
一
口
」
像

昭
和
六
十

一
年
平
井
寺
ト
ン
、
小
ル
の
取

付
道
路
工
事
に
伴
い
、
尾
根
川
改
修
現
場

か
ら
奇
跡
的
仁
発
旧
制
さ
れ
た
道
祖
神
、
で
す
。

か
つ
て
、
鎌
倉
街
道
と
内
村
(
現
丸
下

町
)
へ
の
三一
知
路
に
立
っ

て
い
ま
し
た
が
、

尾
椴
川
の
洪
水
で
流
出
し
て
し
ま
っ
た
と

言
わ
れ
て
き
・
ま
し
た
。

そ
の
後
新
し
く
建
て
ら
れ
た
道
祖
神
(
夫

婦
道
祖
神
隣
)
に
は
、
天
明
四
年
(
一
七

八
四
)
の
年
口
す
が
入
っ
て
い
る
こ

t
か
ら

み
て
、
夫
婦
道
祖
紳
は
二
百
年
以
前
の
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ム
同
7

・e
・角一，

左
右
に
銚
子
と
杯
が
彫
ら
れ
、
朱
の
着

色
の
跡
も
か
す
か
に
残
る
珍
し
い
像
、
て
、

こ
の
地
方
で
は
見
ら
れ
な
い
り
っ
ぱ
な
失

婦
道
祖
神
で
す
。
銚
子

t
杯
が
雌
れ
て
い

L
?

，
 

る
と
こ
ろ
か
ら
、
祝
言
守
あ
げ
た
後
の
夫

婦

t
思
わ
れ
ま
す
。

平
弁
寺
ト
ン
ネ
ル
澗
通
後
は
、
上
回
の

ー‘

南
玄
関
口
を
守
る
「
翠
の
神
」

t
し
て
、

ま
た
縁
結
び
の
神
と
し
て
郷
土
を
守
る
た

め
、
再
び
世
に
現
れ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で

1
」
ら
ふ
炉
「
ノ
。

お
話

・
龍
野
常
重
さ
ん
(
加
歳
・
石
神
)

上本郷ボランティアグループ

地元婦人会の有志で‘作ったグル

ープで、メンバーは呪在43人。上

本銀|け1l!.区の資源回収に参加してい

ます。資源回収の話が持ち上がっ

たとき、「わたしたちにも、なにか

お手伝いできることがあれ1;(..・」

ということで、当番を決めて阿~)Z

ステーションに立っています。自

治会の資源回収て、このような地

域のグルーフ。が中心にやっている

ところは珍しいようですね。仲間は、みんな同じような気

持ちの人たちなので、やりやすいですよね。年度末には、

資源回収で得た収益の一部て¥再生製品を地元200世帯-に

還元しています。副収量も、特に他の自治会に比べて多い

というわけではありませ

んが、焼却の商や物を大

切にするというな昧で、

少しでもお役に立てれば

t忠、ってやっています。

再生局を還元有志で回収

ggS《璽5
ピ戸ノの弾き語り

のできる叡手に/
宮沢佳子さん

(東小・ 5年〉

(61 7 4. 広報うえだ6.

ドル歌

アー・。

また、

芸能人

でくれ

できて

わたしは保育園の年中組

からピアノを始め、今も習

っています。大きくなった

ら、ピアノを弾きながら、

歌う歌手になってみたいと

思います。できれば、アイ



在
住
初
年
、

「第一

生
ま
れ
は
石
油
で
有
名
な
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
、
育
ち
は
イ
ギ
リ
ス
の

ロ

ン
ド
ン
、

そ
し
て
今
は
、
日
本
が
「
第

二
の
故
郷
」
|
|
。
。
皆
さ
ん
、
は
じ
め

ま
し
て
。
わ
た
し
は
中
山
ア
リ
と
申

し
ま
す
。

E
う
ぞ
よ
ろ
し
く
f
・

日
本
で
の
生
活
は
、
B
T

い
も
の
で

そ
ろ
そ
ろ
二
十
年
で
す
。
主
人
は
日

本
人
で
、
市
内
で
空
手
道
場
を
聞
い

て
い
ま
す
。

一
時
期
レ
バ
ノ
ン
の
首

都
ベ
イ
ル
ー
ト
に
住
ん
で
い
た
と
き、

自らの健康

づくり忠実
でありだい
いぬ

成年にちなんで

介

ジ

①

一
紹
ト

の
一

イ

そ

一己

初

自

白

一
の
故
郷
」
日
本

習
っ

て
い
た
空
手
の
道
場
に
今
の
主

人
が
た
ま
た
ま
教
え
に
来
て
い
て
:・
。

結
婚
し
た
後
、
日
本
に
来
ま
し
た
。

わ
た
し
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
生

ま
れ
た
も
の
の
、
住
ん
だ
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
生
活

は
イ
ギ
リ
ス
。
も
ち
ろ
ん
学
校
も
。

ロ
ン
ド
ン
の
よ
う
な
大
都
会
で
暮
ら

し
て
い
た
せ
い
か、

今
で
こ
そ
家
の

周
り
は
住
宅
だ
ら
け
て
す
が
、
当
時

は
田
ん
ぼ
ば
か
り
で
、
夜
は
こ
わ

い

印
象
が
あ
り
ま
し
た。

「
せ
っ
か
ち
」
な
日
本
人

当
時
の
上
回
で
は
、
自
分
の
よ
う

な
外
国
人
は
珍
し
い
存
在
、
で
し
た
。

で
も
日
本
の
人
は
み
ん
な
優
し
く
親

切
で
、
好
感
を
持
ち
ま
し
た。

し
か

し
正
直
言
っ

て、

顕
に
描
い
て
い
た

日
本
の
イ
メ
ー
ジ

t
、
現
実
と
で
は

会
〈
遠
い
ま
し
た
ね
。

ま
ず

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
は
ど
こ
で
も
、

だ
い
た
い
英
語
は
通
じ
ま
す
。
科
学

技
術
の
進
ん
だ
日
本
で
も
英
語
が
通

じ
な
い
は
ず
は
な
い
と
・:
。
、
で
す
か

ら
、
日
本
語
も
文
字
も
何
も
知
ら
な

か
っ
た
の
で
、
そ
れ
は
た

い
へ

ん
で

し
た。

一
か
ら
言
葉
を
覚
え
ま
し
た。

ま
た
、
日
本
は

t
に
か
く
忙
し

い

国
で
す
ね
。
休
日
の
デ
パ

ー
ト
の
人

だ
か
り
を
見
て
も
そ
う
思
い
ま
す
。

わ
た
し
の
休
日
は
、
パ

ー
テ
ィ
ー
に

出
た
り
、
美
術
や
音
楽
鑑
賞
、
読
書

な
、
ど
。
も
っ
ぱ
ら
心
の
休
養
で
す
。

長
生
き
は

M

感
謝
の
心
H

な
ん
と
い
っ
て
も
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
、
わ
た
し
た
ち
年
寄
り
の
た
め

に
毎
日
の
よ
う
に
声
を
か
け
て
く
れ

た
り
、
い
ろ
い
ろ
し
て
く
だ
さ
る
の

が
、
な
に
よ
り
の
幸
せ
で
す
。
長
生

き
の
秘
密
と
も
い
え
ま
す
ね
。
こ
の

地
域
の
皆
さ
ん
は
、
い
つ
も
笑
顔
で

接
し
て
く
れ
る
人
た
ち
な
の
で
、
い

つ
も
笑
い
が
絶
え
ま
せ
ん
。
年
に
何

回
か
年
寄
り
を
集
め
て
手
作
り
の
ご

ち
そ
う
を
し
て
く
れ
た
り
、
病
人
へ

の
心
配
り
や
介
護
な
ど
、
感
謝
の
気

持
ち
は
表
現
で
き
な
い
ほ
ど
で
す
。

そ
の
よ
う
な
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

生
活
で
き
る
の
が
、
わ
た
し
の
生
き

が
い
と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
。

家
で
も
、
成
人
式
を
迎
え
た
孫
が

記
念
写
真
吾
撮
る
た
め
に
自
分
を
誘

っ
て
く
れ
た
り
:
・
ほ
ん
の
な
に
げ
な

い
言
葉
や
行
為
が
、
わ
た
し
に
は
生

き
る
喜
び
で
あ
り
、
気
持
ち
も

「
若

〈
」
い
ら
れ
る
の
で
す
。
ど
ん
な
こ

と
が
あ
っ
て
も
、
感
謝
と
幸
せ
の
気

持
ち
だ
け
は
失
い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

い必

今平l.il交年。飼い犬が人聞に愛される理

山は、何tいっても速力と耐久力、そして

主人への忠実きである。また、昔lま単なる

家蕎ではなく、霊l;iJU:して家の守りとされ

ていたという。

現在も{也の動物に比べ、て一番人間に対し

て忠災で、献身的である ことは議論の余地

がな L、。そのせいか、成年生まれの人lま、

規F!IJ~忠実に守り、一業に徹して い くタイ

プの人が多いそうt::。
賢い犬は 31:1飼えばその恩を忘れずと い

われ、愛されてきたことは伝説や民話に多

い。 r裳の畑にポチが11;鳥〈 。正直じいさん

保ったれば大判小判ざ〈ぢ<J と、こ れは

文部省i唱歌である。私たちに普人的存在を

強調し、人間性に富んだ紫朴な人であれば、

必ずや神様のおばしめしにかなうと教えて

L、る。

また、忠実な犬の話{二忠犬ハチ公がL、る。

人込みの渋谷駅に毎 FI決まった時刻に主人

を迎えにきては、帰るはずの主人が見当た

らず、しょんばりt.'hi}る犬がL、た。飼いi三
の京大教授上野英三郎氏は、大正14年出張

中に亡くなっていた。

にもかかわらずハチ公は、死必間際まで

m迎えを続けていた tいう。 この美 しい訴

が当時令:1現に伝わり、小学生の小さな宏、に

よって建てられているのが、渋谷駅前の忠

)cハチ公の銅像である。

成年生まれならぬ私も、今年は犬にあや

かつて自らの健康づくりに忠実でありたい。

健康仁|刻する情報を内分なりのスクラップ

にして、自らの健康づくりに役立てるとと

もに、テレビ若手組に提供される情報も整珂

しでまとめ、むろん奇抜な健康法は避ける。

健康の源泉である食文化の向上は、天井

知らず。人間のグルメ指向の影斡ぞ受けて、

最近の飼い犬けお尺で運動不足のため肥満

が多L、。 そんな不健康な犬より、むしろ野

良犬のように健康でたくましい生き方にあ

こがれる 。 111河*~包の 「のらくろ」 のよう
に突いあり、ペーソスありの裂しい余牛.を

j~ りたい t 思う 。

大星隆亮さん (62歳 ・野竹)

7 4. 広報うえだ6.{ア}



地
名
の
山
円
は
山
の
入

n
t
い
う
地
形
か
ら

名
づ
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
山
く

か
ら
山
へ
入
る
泊
が
あ
っ
た
の
、で

し
ょ
う
。

山
H
村
が
で
き
た
の
は
、

い
ま
か
ら
お
よ
そ

三
阿
「
年
前
の
爪
応
年
間
、て、

.M
山
村
か
ら
の

分
村
で
し
た
。

k
野
尚
ぷ

『・じい山川
川
小
山
郎
年

表
』
に
よ
り
ま
す
と
、
.M
山
村
か
ら
分
か
れ
る

と
き
「
地
所
に
倒
せ
ず
一戸
祁
に
よ
り
中
分
し
て

市
を
定
む
」
と
あ
り
、

こ
の
た
め
耕
作
地
が
棺

維
に
入
り
組
ん
で
い
る
と
説
明
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

L
'り
や

t
o

a"

点
太
郎
山
箆
二
ノ
宮
に
鋭
附
す
る

h
山
比
噌

神
社
(
れ
山
権
引
)
は
一大
平
凡
作
中

(じ
て
.
.
 

}
 

山

V
A
ピ
-aa
，

に
加
口
同
(
引
訂
川
県
)
か
ら
仙
川
し
た
と

μ

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
山
は
ψ
l
山
川
大
流
行

し
た
必
病
退
治
の
た
め
で
し
た
。

ま
た
、
こ
の
神
社
は
流
木
の
分
配
を
つ
か
さ

h
f
a
'
の
か
九

ど
る
水
分
神
t

と
し
て
も
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
・』
と
か
ら
も
山
日
の
長
い
M
M
史、が
し
の
ば

れ
ま
す
。

集~ ，、々

かんしsう Lら守Sυ"
悪病退治のため、天平 5年(732)に加貧困から勧請 したと伝えられる白山.l:t吟神社

4. [8] 7 

こ
の
1
灯
、
山
内
で
7
番
日
の
川ん
品川制作ル
r.
随

ぷ
「
神
科
児
常
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
欽
什
造
り
千
昭
雄
て
で
、
ば
ぷ
川
山
刊
は
約
7

4
0
平
万
メ
ー
ト
ル
、
市
内
で
は
仏
大
の
縦
院

で
す
。
総
-L
貨
は
約
2
位

l
T万
川
。

川
セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
バ

ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー

ル
な
ど
の
で
き
る
広
い
准
戯
均

や
川
内
外
遊
戯
場
が
戦
航
さ
れ
て
い
ま
す
。

-
開
館
時
間
・
休
館
田
が
変
わ
り
ま
す
。

市
内
に
は
、
神
科
川
ん
慌
セ
ン
タ
ー
t
T
A
山め
て

7
勺
の
川
ん
従
館

・
削ん
品川
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

f

E
も
た
ち
に
遊
び
場
を
h
r
・
え
て
、
児
慌
の
健
全

な
行
成
を
阿

っ
て
い
ま
す
。

l
n
l
n
か
・勺
、
こ
れ
・勺
7
館
の
附
館
時
間

お
よ
び
休
館
川
が
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

マ
開
館
時
間

正
午
1
午
後
6
時
(
第
2
K
M附

u、
長
期
休
暇
小
は
午
前
同
時
1
午
後
6
時
)

マ
休
館
日

n限
円
、
祝
日
、
ロ
月
刊
H
i
翌

年
i
月
6
H
、

8
H
U
H
-
8
月
凶
日

詳
L
く
は
児
童
保
育
課
(
内
線
1
G
3
5
)

か
、次
の
児
者
，館
・児
奄
セ
ン
タ
ー
へ
ど
う
ぞ
。

広報うえだ6.
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市内で最大の神科児童センター (完成予想、図)

山
円
の
集
落
は
賞
金
沢
の
扇
状
地
に
あ
り
ま

-rn 

す
。
い
つ
の
頃
か
・勺
賞
金
沢
と
呼
ぶ
よ
う

に
な

っ
た
の
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の

名
か
ら
砂
令
や
全
鉱
脈
の
師
い
て
い
る
山
附
の

渓
谷
を
怨
保
す
る
人
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

江

μ時
代
に
は
こ
の
沢
の
夕
刊
に
ひ
か
れ
て
、

4
A

射
を
す
る
打
む
い
・手
品
し
た
。

た
と
え
ば
天
保
卜
問
年
(
.
八
問
一
一
に
松

代
償
れ
野
村
の
者
が
掛

っ
た
と
こ
ろ
わ
ず
か
に

鉛
が
山
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。
硫
化
鉛

b
己
主
成
分
と
す
る
卜
H
鉛
鉱
の
・
』
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
後
も
別
の
人
た
ち
が
試
射
し
て
い

ま
す
が
、
つ
い
に
賞
金
は
幻
に
終
わ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

山

n
は
伝
説
「
ひ
と
つ
火
」
で
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
夜
ご
と
に
呪
れ
る
火
の
巨
は
、
こ
の

村
の
娘
が
悲
し
い
恋
の
た
め
、
太
郎
山
の
ツ
ツ

ジ
を
胤
/
L
染
め
て
か
ら
比
・
勺
れ
る
よ
う
に
な
っ

た

t
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
悲
恋
は
「
太
郎
山

の
ツ
ツ
ジ
」
と
し
て
今
も
訴
り
継
が
れ
て
い
ま

す
。
山
H
の
映
が
毎
夜
米
を
搾

っ
て
悲
し
い
・人

に
逢
う
た
め
山
々
を
駅
け
て
い
く
と
い
、
う
お
話

-q
A
ご

で
す
。
山
い
は
地
の
利
に
忠
ま
れ
た
林
輸
の
m
h

t
し
て
も
有
名
で
す
。
続
柄
、
が
雌
ん
に
な
司
た

の
は
川
治
二
十
年
代
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

第 9図上田市少年サッカ 一大会が、 3月20

日から同22日まで長野大学グラウンドで聞か

れました。 自治会の育成会を中心に編成され

た、男子53、女子16のチームが参加若8あ

ふれる、きびきびとしたプレーの連続でした。

女性海外派遣研修で トルコを訪れた塩)11い

づみさん (59歳 ・川辺町)の報告会が3月14

日、働く婦人の家で行われましたのこの研修

は国際婦人教育振興会の主催 塩川さんは、

派遣地での様子を熱心に語っていました。

3月18日は、市内の中学校で卒業式内塩田

中学校でも、卒業証書の授与が行われました。

卒業生299人は、終始喜びと緊張が入り混じっ

た表情 感極まって泣き出す父兄などもいる

中、先生も心から喜んでいる様子でした。

カメラスケッチ

7 4. 広報うえだ6.
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暮らしの
-E・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

エプロ ン百科

あ
な
た
を
位
う
悪
質
商
法

う
ま
い
話
に
「
落
と
し
穴
」

入
学

・
就
職
シ
ー
ズ
ン
。
こ
の
時

期
、
社
会
経
験
の
少
な
い
苦
若
佐
ね

ら
っ
て
い
ま
す
。
次
の
商
法
に
ご
注

意
を
。

園田
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
商
法

「
選
ば
れ
た
」
「
叫
逃
し
た
」
と
泡

訴
が
き
て
、
待
ち
合
わ
せ
の
場
所
に

出
向
い
て
み
れ
ば
、
会
員
権
・英
会
話

教
材
な

E
の
販
売
を
押
し
つ
け
る
。

圏
マ
ル
チ
(
ま
が
い
)
商
法

「
商
品
を
買
っ
て
、
友
だ
ち
そ
紹

介
す
れ
ば
、
紹
介
料
が
入
る
」

t
誘

うまい話にはのらない

入
学

-
就
職
シ
ー
ズ
ン
/

っ
て
く
る
。
し
か
し
、
簡
単
に
は
紹

介
で
き
な
い
し
、
お
金
ば
か
り
か
、

信
朋
と
友
だ
ち
も
失
う
・
』
と
に
な
り

か
ね
な
い
。

圃
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス

「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
符
え
て
」

t
呼

び
止
め
ら
れ
、
付
い
て
い
く
と
、
化

粧
品
、
健
康
品
や
会
民
券
な

E
ぞ
売

り
つ
け
る
。

四国デ
ー
ト
商
法

す
て
き
な
彼
が
現
わ
れ
て
、
若
物

や
宝
石
の
展
示
会
に
誘
い
込
む
。
言

葉
巧
み
に
勧
め
ら
れ
契
約
し
た
ら
、

次
の
口
か
ら
彼
は
背
信
不
通
。
借
金

だ
け
が
伐
る
。8

じ
ら
い

圏
資
格
取
得
(
士
)
商
法

円
宅
や
職
場
へ
の
し
つ
こ
い
屯
話

で
資
栴
が
簡
単
に
取
れ
る
か
の
よ
う

に
勧
誘
す
る
。
契
約
を
し
て
い
な

い

の
に
教
材
や
前
求
件
を
送
っ
て
く
る

こ
と
も
・
;
。
あ
い
ま
い
な
返
事
は
禁

物
。

国園
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す

マ
関
連
(
霊
感
)
商
法

---------aEE 
---------E・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
EE-------------

私は別人 上・下………シドニィ ・シェルタン

愛をこめてガン病棟からの報告・・・・・・・・・加東祥子

伊藤律回想録・………・…・….....・H ・.....伊藤律

虹の刺客上 ・下....・H ・....・ H ・.....……森村誠一

言霊の天地・..............................・・・・・中上健次

在宅老人の介檀と看護の実際

・・・大阪在宅老人研究会

死者たちのサッカー・...................・中村真一郎

マイ・フェア・ロンドン

ピーター ・シルワード

ガラス器を楽しむ

大正ロマンをチョコレートに包んで…井上 優

巨悪V.S.言隙…・…........・・ H ・H ・...…立花隆

霧隠れ雲隠れ・...........，..................・・豆田誠広
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さまざまな旅...・H ・.，…・…...・H ・.....・H ・-逢坂剛

安井かすみのおしゃれ泥織・...........安井かすみ

鬼火・........................................・・・・横溝正史

河童考....・H ・，..・H ・....・H ・..………・…・・飯田道夫

日本語の美....・H ・-…・………・ドナルド・キーン

地球異常・・・..............................・・・山元龍三郎

マーフィーの法則...・H ・..…アーサー ・ブロック

こんな時代に雄がした…・...........ビートたけし

こころ医者の手帳……………………なだいなだ

狐をめぐる世間話・....................・・・松谷みよ子

男のホンネ・女のホンネ...・H ・......・H ・-北方謙三

もっとしっかり、日本人...・H ・H ・H ・-…永 六幸福

路上のカイン・・・・・・・・・…・…・・・・…・・・・・・・小室みつ子

表具のしおり・・H ・H ・-…....・H ・-…・…・…・山本 元
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テ
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被
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は
っ
き
り
断

ー
必
要
が
な
け
れ
ば
、

る2
甘
い
言
葉
に
要
注
意

3
そ
の
場
で
決
め
ず
に
相
談
す
る

創
始

ラ

4
簡
単
に
名
前
を
・
置
い
た
り
捺
印
し

な
い

-
問
い
合
わ
せ

県
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健藤Q&A

空
腹
時
は
必
ず
避
け
る

チ
i
ズ
と
い
っ
し
ょ
に

-
悪
酔
い
を
防
ぐ
た
め
に

-a
四
月
か
ら
社
会
人
で
す
。
ど
ち

回

幽

ら
か
と
い
う
と
、
お
酒
は
強
い
ほ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
す
す
め

ら
れ
る
機
会
が
多
く
な
る
の
で
、
不
安
な

の
で
す
が
:・
。

(
女
性
)

-
E
お
酒
は
、
人
間
関
係
を
よ
く
す

.

.

.
 る
た
め
に
も
必
要
で
す
が
、
「
強

い
人
」
「
弱
い
人
」
と
い
っ
た
個
人
差
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
悩
み
や
問
題
が
あ
る
よ
う

で
す
。お

酒
に
「
強
い
」
「
弱
い
」
は
ア
ル
コ

|

有
機
栽
培

γ野
菜
作
付

満
木
洋
子
さ
ん
(
的
歳
・大
白
木
〉

ル
分
解
酵
素
の
働
き
の
強
さ
に
よ
り
ま
す
。

ど
ん
な
入
、
て
も
お
酒
に
酔
い
ま
す
が
、
「
酔

t
ひ

い
」
と
は
脳
の
中
枢
が
麻
擁
し
た
状
態
で

血
液
中
の
ア
ル
コ

ー
ル
濃
度
で
程
度
が
決

ま
っ
て
き
ま
す
。

は
め
を
は
ず
す
限
度
を
知
る

お
酒
に
弱
い
人
は
な
る
べ
く
ア
ル
コ
ー

ル
が
体
の
中
に
噸
収
さ
れ
る
ス
ピ
ー
ド
ぞ

遅
ら
せ
る
、
』
'
と
で
酔
い
じ
く
く
な
り
ま
す
。

具
体
的
な
方
法
と
し
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。
①
お
、
頑
と
い
っ
し
ょ
に
食
物
を
と

る
。
特
に
脂
肪
分
は
ア
ル
コ
ー
ル
中
に
溶

け
込
ん
で
服
収
を
遅
ら
せ
る
働
き
が
あ
り

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
チ
1
ズ
な

E
h
Z同
の

中
に
入
れ
て
お
く

t
よ
い
、
で
し
ょ
う
。
②

あ
ま
り
動
き
回
ら
な
い
。
お
酌
し
て
回
る

こ
と
も
最
低
限
仁
。
③
当
日
の
体
調
は
整

-------------Ez-------------

東
京
、
て
の
結
婚
生
活
の
後
、

二
十
年
前

夫
の
故
郷
上
回
へ
と
も
に
や

っ
て
来
ま
し

た
。
農
村
部
、
て
夫
の
実
家
に
た
ま
た
ま
民

地
が
あ
っ
た
こ
と
と
、

子
育
て
を
し
な
が

ら
で
き
る
仕
事
と
い
う
こ
と
で
、
農
業
を

選
び
ま
し
た
。

私
に

t
っ
て
、
農
業
は
何
か
ら
何
ま
で

が
初
め
て
の
経
験
。
ミ
ミ
ズ
や
蛇
に
臓
を

抜
か
す
こ

t
も
・
:
。
今
で
は
、
耕
う
ん
機

を
自
在
に
操
作
し
、
季
節
の
野
菜
や
り
ん

ご
な
ど
の
有
機
栽
培
に
専
念
し
て
い
ま
す
。

忙
し
い

t
き
は
、

ヰ
〈
(
行
政
書
士
)

や
子

ど
も
た
ち
も
手
伝
っ
て
く
れ
、
和
気
あ
い

あ
い
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

o主意〕①空腹時に飲むと
早 〈酔う。②口当たりの
よい濃い酒l主要注意。③
一気飲みは何回も繰り返
さない

え
て
お
く
、
な
ド
と
で
す
。

ま
た
、
こ
の
時
期
、
若
い
人
の
急
性
ア

ル
コ
ー
ル
中
毒
、
て
病
院
に
か
つ
ぎ
込
ま
れ

る
話
が
よ
く
出
ま
す
。
だ
れ
も
が
そ
の
人

の
持
つ
能
力
を
上
回
る
飲
酒
を
す
れ
ば
、

そ
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

お
酒
は
そ
の
場
の
雰
囲
気
で
大
き
く
左

右
さ
れ
ま
す
が
、
飲
む
ほ
う
も
す
す
め
る

ほ
う
も
「
は
め
を
は
ず
す
限
度
」
を
心
得

て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

農
業

t
い
っ
て
も
、
幅
広
い
知
識
と
技

術
が
必
要
な
の
で
、
農
業
改
良
普
及
所
の

「
民
村
綿
入
学
級
」
で
二
年
間
、
り
ん
ご

や
野
菜
作
り
を
勉
強
し
ま
し
た
。
な
す
の

継
い
ぎ
木
も
覚
え
ま
し
た
。
新
鮮
な
取
れ
た

て
の
野
菜
は
、
近
く
の
民
協
の
直
売
所
や

毎
木
眼
目
海
野
町
で
聞
か
れ
る
「
は
き
ぼ

き
市
」
に
出
し
て
、
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。
生
産
者
と
し
て
う
れ
し
い
限
り

で
す
。現

在
、
輸
入
食
品
や
添
加
物
食
品
が
た

く
さ
ん
出
回
っ
て
い
る
・
わ
け
で
す
が
、
自

分
で
育
て
作
っ
た
野
菜
や
果
物
を
家
族
七

人

(
夫
、
子
ど
も
四
人
、
義
母
)
で
食
ペ

M
m
)
無
料
マ
柔
道
者
(
帯
付
き
、
小

学
2
年
問
)
無
料
マ
段
飾
り
ひ
な
人
形

1
0
0
0
0
円
マ
男
性
問
ス
l
ツ
(
身

長

1
m
河
側
、

M
幅
削
1
倒

m
)
5
0
0

円
1
1
0
0
0
円
マ
女
性
用
ロ
ン
グ
コ

ー
ト
(
フ
リ
l
サ
イ
ズ
、3
シ
ー
ズ
ン
可
)

6
0
0
0
同
マ
足
踏
み
式
オ
ル
ガ
ン

無
料

マ
ア
イ
ス
ボ
ッ
ク
ス
無
料

:註先着順に紹介しますので、すでに成約した物はご了承ください。

マ
室
内
用
滑
り
台
マ
子
E
も
用
ハ
イ

チ
ェ
ア
l

マ
ベ
ビ
l
ペ
ッ
ド
マ
室
内

用
ぶ
・
ら
ん
こ
マ
8
ミ
リ
ビ
デ
オ
円
V

ワ

ー
プ
ロ

マ
官
動
車
い
す
マ
自
転
車
(
大

人
、
子
ど
も
用
)
マ
都
市
ガ
ス
周
炊
飯

務
マ
応
援
セ
ッ
ト
マ
本
棚
マ
天
体

望
遠
鏡

マ
ミ
ニ
コ
ン
ポ
マ
農
業
用
抑

し
切
り

マ
ピ
ア
ノ

ら
れ
る
こ

t
は
、
ほ
ん
と
う
に
幸
せ
な
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
食
事
は
家
に
あ

る
も
の
守
中
心
に
朋
・
慈
し
て
い
る
の
で
、

経
済
的
に
も
大
助
か
り
で
す
。

一
方
、
農
業
、
だ
け
に
専
念
し
て
い
る

t
、

人
聞
と
し
て
(
考
え
方
が
)
狭
く
な
る
の

で
、
地
元
の
宣
活
改
善
グ
ル
ー
プ
や
婦
人

消
防
隊
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
へ
出
掛

け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
人
と
の
m
A
n

い
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の

人
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
を
い
た
だ
く
、
」

t
が
で
き
ま
す
。
そ
の
点
、
農
業
は
段
取

り
さ
え
済
ま
せ
て
お
け
ば
、
時
間
に
融
通

が
き
き
ま
す
か
ら
・・・
。

7 4. 広報うえだ6. .
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家族みんなで、行ってみよう

海野町f1

固有林で自然と綴しみ、遊び、学んでみたいという

人、r森林倶楽部Jの会員になりませんか。

b対象上田市民 1>募集人員 200人 1>費用

加入費5，000円(年悶)のほかにイベント参加賀が必要

1>その他今年の主なイベントl立、 6月5自由=野

麦齢、 7月31日(8)=カヤノ平、 1日月3臼伺)=中央アル

プス駒ヶ岳などでの森林浴やハイキングを予定 b申

し込み上国営林署(包⑧'3525)

月 日 イベント

4月10日(臼) イベント広場オーブン

5月8日(日) 母と子の13、れあい広場

6月12日(日) 楽市楽座・縁日広場

7月3日(8) 上高盛フェア

8月6日出 七 タ 祭 り

-8臼伺) 七夕飾りコンテスト

9月11日(日 おやさフヱア

10月初日(日) 秋祭りフェア

催
し
盛
り
だ
く
さ
ん

創
造
館
ヘ
行
こ
う
/

••• 
・
水
の
中
の
生
き
も
の
た
ち
(
実
験
・

第
2
土
曜
日
学
習
施
設
活
動
)

マ
と
き

4
月
9
円

ω午
前
日
時

マ

と

こ

ろ

第

1
科
学
実
験
室

-
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
と
き

4
月

9
H
午
前

9
時
初

分
i
午
後
4
時

マ
と
こ
ろ

パ
ソ

コ
ン
教
室

マ
対
象
小
学
校
4
年

l
中
学
校
3
年
の
初
心
お
親
了

m机

(
上
小
地
域
在
住
)
マ
申
・
し
込
み

師四国
4月/7日(帥 24日同

上田創造館

小・中学生

無料

高校・大学生

200円

大人

350円

-叶
川

j
H
m午
前
9
時
よ
り
屯
訴
で

創
造
断
(
包
@
1
1

1
1
)
へ
。

-
一
般
(
成
人
)
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
と
き

4
円
山
川
山

・
口

H
m

午
前
9
時
i
午
後
4
時

初

分

マ

と

こ
ろ

バ
ソ

コ
ン
牧
町南

マ
対
象

国
蔵
以
上
の
成
人

マ
受
講
料

5

0
0
川

マ
申
し
込
み

4
川
刊

日

間
午
前
9
時
よ
り
屯
訴
で
削
泣
釦
へ

。

・
星
空
観
望
会

マ
と
き

4
n
n
H
m午
後
7
時

加
分

1
9
時

マ
と
こ
ろ

犬
体
観

測
室

マ
そ
の
他

①
午
後
7
時
却

分
ま
で
に
受
け
引
け
し
て
く
だ
さ
い
。

②
中
学
生
以
ド
は
保
謎
朽
同
伴
で
。

、，

J、るさとコーノレ . 

信州上田地域

-1ターン希望者のガイダンス~

参加企業を募集します

• 

よ小地域は、浅間テクノホリス圏域

の中核地域として急速な技術革新、高

度化に伴う人材確保の要請が強ま って

います。その一方では、首都圏に定住

する若者も依然多いのが現状ですの

そ二で、首都圏の 1:ターン希望者を

対象に、よ小地域の産業や企業紹介、

必要な情報・資料を提供し、人材確保

のための就職環境をつくる「ふる 8と

コール信州上回地域- 1ターン希望者

のための就職総合情報展」と題した就

職ガイダンスを 5月、東京で開きますの

現在、参加する企業を募集中です

t>参加負担金一企業50，000円 t> 

申込期限 4月 8日(a1>問い合わせ

労政課(内線1411) 

生
き
が
い
を
求
め
て

高
齢
者
学
園
の
生
徒

••• 
マ

資

格

山

内

に
住
む
附
歳
以
L
L

の
人
(
定
け
は
約
別
人
)
マ
学
習
内
容

①

.
般
教
義
(
内
情
'
川
組
、
郷
上

此
ほ
か
)
②
制
作
ん
た
技
(
川
柳
、
手

芸
な
ど
の
ク
ラ
ブ
活
動
)
午
向
日
は

午
前
同
日
間
で
2
年
間
で
卒
業
マ

学
習
場
所

いい川齢
者
制
枇
セ
ン
タ
ー

(
常
供
城

3
1
3
1
凶
)

マ
申
し
込

み

高
齢
科
同
社
諜
(
内
線
1
6
2

1
)
、
尚
齢
者

M
祉
セ
ン
タ
ー
(
宮
⑫

4
1
1
9
)
、
件
支
所
、
公
民
館
に
願

代
いが
あ
り
ま
す
。
4
月
初
日
附
ま
で

に
巾
し
込
み
く
だ
さ
い
。

-
硬
式
テ
ニ
ス
講
習
会

マ
活
動
日

毎
週
月
曜
日
午
後

6
時
却
分
1
9
時

マ
期
間

5

月
9
日
叩
i
m
月
末
(
ナ
イ
タ
ー

練
習
)

マ
対
象

市
内
に
在
住
、

ま
た
は
勤
務
す
る
泊
設
ま
で
の
初

心
者

マ
受
講
料

8
5
0
0
円

マ
申
し
込
み

4
月
日
目
掛
か

ら
同
羽
田
附
ま
で
に
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム

〈
消
防
本
部
前

-
g
@
7

1
1
7
)
へ
受
講
料
を
添
え
て
直

接
申
し
込
ん
で
く
た
さ
い
。
時
聞

は
午
後
O
時
羽
分
i
9時

-
5月
の
開
講
講
座

マ
対
象

市
内
に
在
住
、
ま
た

は
勤
務
す
る
包
歳
ま
で
の
人

マ

申
し
込
み

4
月
U
B
聞
か
ら
向

[121 7 4. 広報うえだ6.-8時)、②篠編み(火・木曜日、午後6時-8筒)、 ③草月流生け花(木脇田・午後6跨30分
ス(水際日、午後7時15分-88寺40分)。申し込みは働く婦人の家(fi⑫2988)へどうぞ。



司..  

大健康な歯の人はどうぞ/

よい歯コンクーノレ応募者募集
県、長野県歯科医師会の主催です。

[>応募資格 ①母と子部門=昨年4月からさきま手

3月までに3歳児歯科検診を受けた幼児と母親③

大正13王手3月31日以前に生まれ、自分の歯が全部

残っている人(治療済みも可) [>申 しi6み 4 
月15臼告白までに保健予防課(内線1372)ヘ。

| 各ホールイベント案-
ヤi 叫.~~o~~çþ.. l.--\7 ，~1二
、%何回向台♂!JJ'

、也ーiヲV斗玄B
í-.~~.~-:~l園たi

(主催者の都合により変更する場合があります)

ハ
ン
サ
ム
ウ
ー
マ
ン

婦
人
の
家
で
ど
う
ぞ

••• 
働
く
婦
人
の
ん然
、
て
は
「
森
の
ハ
ン

サ
ム
ウ
ー
マ
ン
」
と
題
し
た
講
時
の

受
講
者
ぞ
募
集
し
ま
す
。

マ
受
講
場
所

働
く
陥
人
の
家
(
材

木
町

1
・
文
化
セ
ン
タ
ー
南
隣
)

マ

対

象

市

内

に
住
む
か
、
ま
た
は

勤
務
し
て
い
る
人
(
全
講
座
初
心
者

が

対

象

)

マ

受

講

料

無

料

(

た

だ
し
テ
キ
ス
ト
・
材
料
代
は
実
質
)

マ
申
し
込
み

4
月
刊

H
出
に
、

働
く
財
人
の
家
(
宮
@
2
9
8
8
)

へ
材
料
費
な
ど
そ
添
え
て

E
う
ぞ
(
時

間
は
午
後

1
時
却
分

1
」

時

)

マ

そ
の
他

定
川
口
に
な
り
次
第
締
め
切

り
。
電
話
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

-二の丸]-2'fi@0762
月日 催 し 跨静 入場方法 問い合わせ

4 劇団ふるさとキヤフパン 大人 小 111
誌/ 公演「勇のロマン」 18: 30 

3300円 ⑮7422 女のフマン」

日17 日本コロンビア
上回岳心会

全信吟録名流大会

附20 
豪華3大演歌と

18: 30 有料
側ヤマテ

地元演歌共演 アーツ

出23 伍代夏子コンサート 18: 30 会員券 f量産華民音

話
よ団翼団まつり

10: 00 
(のど自慢 ) 無 料 観光諜
ミス上回コンテスト (予定)

認
中国国妓団活{寸け

17: 00 有料
信潔きもの

ジョイントショー 学園

市民会館

一
一一. . 
一. 
掴. . 
一. 
-
-. 
. 
一
. . . . . . . 

一
-一・・

・一
-z
-一

1島座名
回同問 織田緩

i揖 甑
定テキスト

内 白色.
銭円引 日 5月 B月 7月 B月 9月 1n月 民材料 ft

1 :30 8 4 5 1 3 惇針絹みの護謎編、ベ
手綱み 101 1 月 16 山 鴻 源 子 2012.500円 スト、セーター3:30 20 自 191 17 

ふしきな 9 113 11 1 8 四季折り々の花と自然

8 1 11 月- 者団 重量子 2016.000同 をやさしく楽しむ、ま
押し花 23 27 25122 ったく新しい押し花

7 1 5 2 1 6 
251 2.900円 仮名のll.縫と実用文毛語習字 101 11 火 17 ・ 4 沓11l怪霊

屡 21 191 23 20 

13 
3 静かな働きで、となた1 :30 

末極司書 101 I 金 20 10 8 尾形喪主量筏 30 100fll でもでき、ストレスの
17 3:00 27 
24 

15 解消にもなります

1 :30 14 II g 
てまり B 土 - 27 10 調 角 節 子 1512.7ω円 総本てまつ3こ

3:30 26 2& 23 

6:30 11 8 13110 14 
ベン習字 101 I 水 ・ 三 汗 拳 屠 2012.2∞円 夏縫と実用文

8:30 25 22 27 24 28 

6:30 12 2 1 トニー ・ 発音からやさしい会経やさしい
木 19

g 
14 

資会舘
101 I 

16 
スロック 20 2.000fll まで

夜
7:30 26 

23 
21 ウイツチ

I里 10 
8:30 12 9 ld 11 自

料 *1 . 山 上 恵 美 23 5.100円 楽しい料i聖戦室
1匡 8:30 26 23 28 25 22 

6:自由 12 s 141 II 自
E拒 道 10 ¥ 1* . .. 松持宗盟 25 3.000円 茶道のZ軍総知箆

8:00 26 23 28 25 22 

-働〈婦人の家 「春の講座」募集内容

-材木町卜2-3・2⑫0760

υ/ 4 l E 。上田市民劇場4月例会
よ国市民

劇団テアトルエコー 18: 45 会員券
劇場「正しい殺しかた教えますJ

ω 19 
上回こども劇場高学年例会

上因子ども
劇団新人会 18: 30 会員券

劇場rJ~パあべこべぼく』

24 正派八十周年
無 料

正派邦楽会
(日 司事飽演奏会 東信地区

文化会館

「
こ
ど
も
ま
つ
り
」
ス

タ
ッ
フ
と
参
加
団
体

••• 
5
日
5
U
刷
、
上
川
城
跡
公
附

.

併
で
聞
か
れ
る
「
第
お
川
う
え
だ
こ

ど
ち
ま
つ
り
」
へ
の
参
加
同
体

t
、

中

l
H
の
予
伝
い
を
し
て
い
た
だ
く
小

山下
・
尚
校
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
持
集
し
ま
す
。

マ
申
し
込
み

参
加
は
川
体
は
」
川

同
日
樹
、
ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
4

川
お
け
刷
ま
で
に
汀
少
年
法
(
内
線

1
7
3
2
)

へ
。

日
日
働
ま
で
に
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
へ
受
講
料
を
添
え
て
と
う
ぞ

電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す

-勤労青少年ホーム 5月講座

協座名 織目 期 間 回数 定員

料 I霊 月 5/9-7/25 12回 18人

E産会活 火 5/10-7/26 11 20人

着付 11 水 5/11-7/27 J) 18人

中国蕗 木 5112-7/28 J) 20人

料 i霊 木 5/12-7/28 )) 18人

エアロピクス 金 5/13-7/29 1) 20人

-
ク
ラ
ブ
員
募
集
し
ま
す

マ
対
象

市
内
に
在
住
、
ま
た

は
勤
務
す
る
自
殺
ま
で
の
人

マ

申
し
込
み

勤
労
脅
1
/
年
ボ
|
ム

へ
と
、
っ
そ

-勤労青少年ホーム募集クラブ

募集クフフ 線日 時間 募集クラフ 織田 跨簡

上田市民吹奏楽団 月・土 7'00- 空 手 水・土 6:30-

県 会 s 月 7:30- ハレ-iI¥ール 7]< 7:00-

バト ミントン 月 7:00- ホヒー{イラスト・錆} 7]< )) 

皐 i事 火表 7・30- マントリン 木 7:30-

コサーシフーケ 火 7:00- 社5tタンス 木 7:00-

エア ロヒクス 火 JJ ~ 木 6:30-

4日 裁 火 6:30- 手 綱 み 木 )/ 

①フラワーデザイン (金曜日 ・午後6時

-8時30分)、@ジャズ体燥&レクダン→「働く婦人の家」のク‘ループヘ7 4. 

必時間はすべて午後

広報うえだ6.[13] 



-情報テーブル・

このほど、労働塞準浅の一部が改正されました。

放正された内容の一部を紹介します。

①1週間の法定労働時間l立、一定の規模と業穫

を除き4月1日から40時間に。 @J新たに草本幾が4

月18から、労働塞準法の労働時間・ 休憩 ・休日

に関する適用を受けます。 ③体白労働に闘する害リ

泡賃金の割縫率iま3書tl5分以上に。

b問い合わせ よ国労働塞準監督署(ft@033B)

「
労
働
基
準
法
」
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

中
小
企業
の
人
づ
く
り

受
講
料
な
ど
を
補
助

••• 
市
で
は
、
中
小
企
業
の
人
材
育
成

を
図
る
た
め
、
中
小
企
業
大
学
校
が

実
施
す
る
研
修
参
加
者
に
対
し
て
受

講
料
な

E
e補
助
す
る
「
中
小
企
業

者
等
人
材
育
成
事
業
」
を
行

っ
て
い

ま
す
。
時
代
に
応
じ
た
経
営
の
確
立
、

人
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
o

v問
い
合
わ
せ

研
修
内
容
、

受
講

申
し
込
み
、
補
助
申
請
な
ど
は
労
政

諜
(
内
線
1
4
1
1
)
ま
で
ど
う
ぞ
。

(ゴールデンウィークのごみ収集)

収金 f
集曜 2タ
し日日
ま仙(金)

守:

V
清
掃
事
務
所
(

-中小企業大学校研修日程表

嗣間 研 修 テーマ 受講料

4 I 208-
経営者能力開発セミナー I 22.∞Of'l 月 前日

168-
後継者のための経営能力開発コース 35.000円E日日

5h7目~
曾穣鐙11Il者能力開発コース{腕賜) 35.oo0f'l 

月 19自
23日~

臆場における問題解決カの強化 お.000円27自

E自~
中小娘溜策の隼き残り峨略 22.000円3自

61 6~= 新任管理者育成コース l 35.000円10日

14自~
営業嘗i望者能力開発コース 1(後期}15日

14日~
流通量産の経営戦踏 25.醐円月 168

21臼
発想力を高めるための創活性開発 29.ω日円24日

4日
実践的な経営計醤の作り方 35.ω0円8自

7i 11日
女性リーダー豊島成コース 35.∞Of'l 15日

18日
わかりやすい財務管理のすすめ万 35.000f'l 月 包日

258 
舎B的な商畠企E量・デザイン 45.日却問29日

1日
経営者能力開発セミナー11 22.000円E日

日 12日
中小小売底が繁盛するための泌欽 25.∞Of'l 

月 14白
20日

国際化時代在生きぬく経営戦路 25.∞B円228 

「
痴
ほ
う
の
相
談
会
」

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
で

(-育て支援策のっとして、

平成 6年度から主Irたに「育児

リフレ ッシュ支銀事業J ~始

めます。

この事業は、小学校入学前

の rどもをナ対象に、ボランテ

ィア活動や地H自治体が行う

行事、公民館などが行う文化・

体育活動に母親などが参加す

る場介に、 一時的に fどちを

お預りするものです。

t>実施園 東部保育|伺(常

問 3 • ft@0682)、塩阿北保

fj悶(小島 .ft@2636) 1> 

定員作l主!ともに15人 1>問

い合わせ 児竜保育課(内線

1632) 

••• 
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
い
な
ど
、
お
年

寄
り
に
つ
い
て
悩
み
の
あ
る
か
た
、

次
の
日
程
で
相
説
会
を
行
い
ま
す
。

(
時
聞
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時
初
分

1
午
後
4
時
加
分
)

マ
と
こ
ろ

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ

-ごみ収集日程表

川
市一
例
一明
石

通常の金曜日

地区のみ収集

(特別収集)

平常どおり収集

休 み

平常どおり収集

休 み

H 

1/ 

4月29日(針

30日出

5月 |日(日)

(
常
斡
城
3
・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー

西

隣

)

マ

申
し
込
み

高
齢
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
(
宮
@

4
1
1
9
)

へ
電
話
、
て
予
約
ゐ
正
し
て
く
だ
さ
い
。

-相談会日程表

回数 月 日

4月12日e'o

E 5月31日ω
3 7月19日ω
4 9月6日ω
5 10月4日e'o

6 11月8日凶

フ 12月6Be'o

8 E月7日ω

「
県
営
水
道
」
の
使
用

移
転
の
際
手
続
き
を

••• 
塩
田

・
川
西
地
区
の
か
た
で
、
転

出
さ
れ
る
場
合
は
「
県
営
水
道
使
用

休
止
届
」
ぞ
、
転
入
さ
れ
る
か
た
は
、

「
県
営
水
道
給
水
申
込
書
」
ぞ
県
上

回
水
道
管
理
事
務
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
転
出
す
る
際
に
は
、

水
道
料
金
の
精
算
を
、お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

県
上
回
水
道
管
理

事
務
所
(
宮
@
2
1
1
0
)

[14] 

平常どおり収集

7 4. 広報うえだ6.3月16日付け「広報J3ページ「一般会言ー歳入歳出の内訳』で歳入のグラフに誤りが

ありました。市税のr16鍛2.6307ヲ円』をf16H意2.630万円』に訂正しおわびします。
|訂正 tおわび |
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戸
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A
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・
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中
之
条
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…
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長

谷

川

た

ま

い

れ
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引
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機
内
不
二

小
林
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か

井

蛇

沢

打

一
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原
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一

小
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市
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間
車
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円
S

H
X
尾
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紛
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日
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悔
沢
ス
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2
月
届
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狐
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仙
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…
令
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仁
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Tm憲
子

瓦

加
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問
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一
中
お
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X
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上
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原

市
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回
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中
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エ
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台
北

部
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大
塚
久
間
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石
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一

治
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出
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他
山
光
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加

…
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刊
茂

士

円

ね

下

門

…
竹
内
事
徳

ω
…
小
林
三
治
郎

蛇

沢

η
…
塚
刊
と
り
の

お

…
進

道

立

次

新

M
m

切

…
石
川
い
ち
の

作

一
池
凶

テ

イ

築

地

約

一
上
位
附
ハ
ル

η
一
立
川
胞
は
て

川
辺
町

尚

一
林

利

雄

花

一
斎

藤

ハ

ツ

五

加

位

一
井
沢

-m子

剖

…
中
沢

ま

ゆ

み

中

之

粂

刊

…
関
川
キ
ヨ
ノ

訂

…
上
回出
千
代
子

石

神

邸

…
児

五

公

即

日
威
川
イ

む

材

木

町

剛

一
平
沢
茂
山

a-‘ 

‘・Fご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

千

楽

州

地

仙

仰

畑

五

ぬ

か

つ

仁

古

川

閲

恭

兄

石

神

大

矢

立

治

神

畑

叩

州

か

ね

院

内

山
山
停
泊
さ
乃
川
辺
町

松
倉
き
よ
下
紺
屋
町

大
日
向
柄
秀

一ト
室
白

中

沢

け

さ

い

分

去

心

的

統

貞

夫

保

肝

噌

沢

四

郎

上

手

相

原

よ

し

八

木

沢

馬
場
万
之
助

L
し
い
胤
尻

桜
井
佐
市
郎

下
之
粂

古口
池
栄

子

伊

勢

山

公
共
下
水
道
新
た
に

日
ヘ
ク
タ
ー
ル
供
用

••• 
平
成

5
年

度

新
た

仁
供

用
を

開

始

す

る

医

減

が

3
月

幻

日

付
け
て

告

示

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
侍
一
一小
さ
れ
た
主
な
区
域
は
、

下
塩

尻
、

上
甑

尻
、

新

聞
、

常

人

な

ど

の

一
部

で
、

前

棋

は

M
・
9
9

8

ヘ
ク
タ

ー

ル
で

す
。

こ
の

医

域

の

図

面

な

E
は

下
ぷ

道
諜
(
市
役
所

2
階
)

で

ご
覧

に

な

れ

ま

す
。

月4
1ポl'iill ~逮捕 ~t 凶ド行川鍛新 '1-1 ド i)' 和11 ._.f~ !V.，~ 下 竺 ~_. :. 鈴附

之 大阪辺 i台 と * 勢 広 l町古好 意Ir
IlJf郷 filr戸 聖 子 手 脇尻門 InfPlf Ifl 粂 t~ IIJ 知Ilur IlJf問 IIlf1"1 (. Plf 

-
水
洗
化
工
事
は

1
日
も
早
く

告

示

さ

れ
た

区
域

の
皆

さ

ん

は
、

法

令

に

よ

り

告

示

の

日

か
ら

6
か

月

以

内

に

台

所

・
ふ

ろ

・
洗

面

所

な

ど

の

排
水

を

公

共

下

水

道

に
接

続

す

る

た

め

の

設

備

を

新

設

し

て

い
た
だ

か

な

け

れ

ば
な

り

ま

せ

ん

(
ト
イ

レ

の

水

洗

化

は

3
年
以
内
)
。

な

お
、
関
係
地
区

の

皆

さ

ん

に

は
、

詳

し
い

工
事
な
ど
の
日
程
に
つ

い
て
、

自
治

会

な

E
を
通
し
て
連

絡

し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

下

水

道

課

(
内
線

1
5
3
6
)
 

日

…
お

沢

正

新

川

河

川ω
…
H
K
沢
ナ
カ
ヨ

小

川
組
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訂
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6
削
二
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川
原
柳
町

制

3
・

r仲

r
p
J
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H
f
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k
u

・
〆。↓
7
tドト
'
e
J
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'

・4

創

一
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之
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上
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問

肝

間

一
述

勝

道

英

伊

勢

山

田

幻

…
小
林
吉

子

祈

川

河

η
…
木
藤
い
つ
江

川
士
n
m
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一
通
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一
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h
と

条

市

内
w
d

・
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t
'
一
ぺ
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g

d
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F

F

j

幻

…
竹
ド
如
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大
手

町

田

河

一
休
縦
一て
年

み
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内
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一
般

井

利

子

紘

が

丘
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A
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・
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1
布
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p

d

川
1
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d
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3
f叶
N
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c
J
h
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上
原
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三

ひ
ば
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が
任
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幻
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護

資

ま
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ぷ
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組

関

関

…
牧
内
ふ

さ

北

常

開

制

吃

一
祭
L
r
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前
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1

3

《

V
A
M
P
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"
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1

・・4

m
よ

関

…
いほ
お
清
広
神
科
新
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円

割

…
上
野
志
け
ト
.
市
判

的

別

一
中
賢
千
代
，
Y

L
L
・
m山
倒

的

一
上
郎
幹
線
仁
・
河
川

刊

4

一
-H
リ
・4
h
d吋

h
ド

げ
は

S

oo

-
dv
ト

U
Juu
u附

U
U

G
事

勺

，

O
D
 。。

前)@ きれいなまちづくり(ごみ

ステーション ・ごみ箱、ZEき缶入

れな Eの設置)③景観によるまち

づくり(ブロンズ像 ・案内板な E
の設置) 1>補助対象経費 上記

の事業に必要な経費(ただし 、事

務的経官、用地取得費、維持管埋

経費、補修費な どは除<> 1>補

助率 3分の 2以内(限度傾5071

|司) 1>問い合わせ 4月15日働

まて工企画総(内線1222)へどう

ぞ会

快適で住みよ いまちづくりをめ

ざす「クリーンシティ上聞」事業。

市ては この事業がさらに展開する

よう自治会、 Itti工会などの符種団

体;の符さんが、自分たちの企画に

より自分たちの手で行う緑化:tffi進
事業、きれL、なまちづくり事業な

どに対して、今年度 bi大により助

成します。

助成ぞ frj咲する問{本(J:、企画Æl~
まで、おnfll 、合わせくださ t、。 これ

は、ふるさ t{iIJ4:一億円事業に、

T怖からの財源そ加えて設百そして い

る「クリーンシティ上回」基金を

活用して実純するものです。

b補助対象事業 ①緑化縫進(緑

化木、花の制裁、プランターの設

お手伝いします「まち

E温掴富盛盛温盟国昌圃

¥
ノ

・
新
年
度
が
始
ま
っ
た
。
自
分
も
広

集

記
J

報
の
担
当
に
な
っ
て
、
こ
れ
で
五
回

制

後

」
自
の
春
を
迎
え
る
。
こ
の
仕
寧
を
し

f
l
¥

て
い
た
か
ら
な
の
か
、

働
を
始
め
て

か
ら
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は

『時
間
の
大
切

さ
』。

一
日
二
十
四
国
間
関
を
い
か
に
有
効
に
使
う

か

:
2
・時
間
は
金
な
り
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
も
、

時
闘
を
金
銭
と
同
等
に
考
え
る
西
洋
人
の
価
値

観
に
由
来
す
る
よ
う
だ
。
時
間
は
無
限
だ
け
れ

ど
も
、
人
間
に
与
え
ら
れ
た
時
間
(
人
生
)
に

は
限
り
が
あ
る
か
ら
(
哲
学
っ
ぽ
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
て
無
駄
に
過
ご
さ
な
い
よ
う
に
心
が
け

て
は
い
る
。
時
間
な
ん
て
い
く
ら
で
も
あ
る
と

思
い
込
み
、
か
っ
ル
ー
ズ
な
自
分
だ
か
ら
、
こ

う
思
う
の
だ
ろ
う
か
。
(
に
し
ざ
わ
)

-
上
回
減
櫓
(
や
ぐ
ら
)
門
か
完
成
し
た
。
広

報
や
テ
レ
ビ
の
取
材
で
、

復
元
工
穆
現
場
に
昨

年
か
ら
何
度
と
な
く
足
を
運
ん
で
き
た
。
こ
う

し
て
実
物
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
感
慨
も

ひ
と
し
お
だ
。
昨
年
五
月

一
日
付
け
の

『編
集

後
記
』
で
こ
ん
な
こ
と
を
書
い
た
。
「
完
成
す

れ
ば
、
二
棟
の
櫓
と
門
が

一
体
的
に
結
ば
れ
、

全
体
と
し
て
す
ば
ら
し
い
偉
容
を
誇
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
」
と
。

そ
れ
が
現
実
に
な
っ
た
。
ど
っ
し
り
と
し
た

裕
門
が
両
櫓
を
結
び
、
上
回
の
シ
ン
ボ
ル
上
田

織
に
風
格
を
も
た
ら
し
た
。
違
和
感
も
な
く
、

自
然
だ
。
落
ち
つ
き
さ
え
あ
る
。
今
月
の
桜
の

こ
ろ
に
は
、
い
い
総
を
期
待
し
て
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
き
る
自
分
が
そ
こ
に
い
る
だ
ろ
う
。
(
せ
ま
)

4月6日附から周15日儲まで(10日間)。スローガンは 「安全
はスピードダウンとベルトから』。必すシートベルトの着用を。春の交通安全運動
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